


要約:好中球の遊走および活性化因子であるインターロイキン 8 およひ好中球が放出する

蛋白分解酵素の一つである顆粒球エラスターゼ濃度を慢性肺疾患児の気道吸引液で測定し

た。慢性肺疾患 I 型,慢性肺疾患Ⅱ型,慢性肺疾患Ⅲ型,そして先行する子宮内感染症や呼

吸窮迫症候群が認められない慢性肺疾患において,インターロイキン 8 と顆粒球エラスタ

ーゼの高値が気道内に証明された。インターロイキン 8によって肺に集積した好中球が顆

粒球エラスターゼ等の蛋白分解酵素を放出して,肺組織のコラーゲンやエラスチンを分解

することが,慢性肺疾患における肺組織の破壊の一因と考えられた。


